
平成２２年１１月１５日  

 

上尾市長  島  村  穰  様  

 

上尾市総合計画審議会  

会長  田  中   守  

 

第５次上尾市総合計画（案）について（答申）  

 

平成２２年２月１８日付け上総第１８８号により、本審議会に諮問され

た第５次上尾市総合計画基本構想（案）・前期基本計画（案）について、次

のとおり答申します。  

 

答申  

本 審議 会 は 、市 長 か ら諮 問 の あっ た 第 ５次 上 尾 市総 合 計 画  基 本 構想

（案）・前期基本計画（案）について慎重に審議した結果、適切であると判

断します。  

なお、審議会における主な意見・要望を別紙のとおり取りまとめたので

ご留意いただくとともに、上尾市の将来像である「笑顔きらめく“ほっと”

なまち あげお」の実現を目指して、最大限努力されるよう要望します。  



別紙 

総合計画審議会での主な意見・要望 

 

◎全体的事項  

行財政３か 年 実 施 計 画 は 、 毎年見直しを行っているが、総合計画との整合

がとれている実施計画としていただきたい。  

事業の推進には、目標とする成果を意識して取り組んでいただきたい。  

協働による ま ち づ く り を 推 進するために、積極的な情報発信とともに市民

ニーズを的確に把握していただきたい。  

計画の進捗 状 況 を し っ か り 把握するとともに 、進行管理に取り組んでいた

だきたい。  

 

◎支え合う安心・安全なまちづくり  

全ての市民 が お 互 い の 人 権 を尊重しながら共に生きる社会を実現すること

を目指し、様々な人権課題に対する取り組みを推進していただきたい。  

高齢者、障 害 者 の た め に 、 生きがいの場づくりへの取り組みを積極的に推

進していただきたい。  

 

◎未来につなぐ環境づくり  

未来につな ぐ 環 境 づ く り で は、市民の「みどり」や「環境」に対する意識

は、非常に高いものがあることから、上尾市環境基本条例の理念に基づき市

民・事業者の意識向上に対する取り組みを推進していただきた い。  

廃棄物処理 施 設 の 維 持 ・ 整 備には多額の事業費が必要である。まずは、ご

みの減量化を積極的に進めていただきたい。  

社会資本整備への取り組みは、市民ニーズを的確に把握しながら、効率的・

効果的に推進していただきたい。  

 

◎快適な都市空間づくり  

快適な都市 空 間 づ く り で は 、大規模道路の整備など今後の状況変化に対応

した土地利用を推進していただきたい。  

 



◎美しく心豊かなまちづくり  

心豊かな文 化 都 市 づ く り を 進めるために、地域文化の継承と創造に対する

取り組みを積極的に推進していただきたい。  

既存施設の 有 効 活 用 な ど に より、 文化財や歴史資料のための文化的施設の

整備を進めていただきたい。  

 

 

◎たくましい都市活力づくり  

都市農業が 持 っ て い る 役 割 を認識し、地域の産業として推進していただき

たい。  

市民の安心 ・ 安 全 の 確 保 と 利便性の向上、高齢者や環境に配慮した商店街

とするための商業環境整備を図るとともに、産学官民の連携を推進し、まち

の顔として中心市街地の形成に取り組んでいただきたい。  

工業は、まちの力であり、産業振興拠点や既存工業団地の整備に取り組み、

上尾道路などの交通条件を生かした積極的な企業誘致を推進していただきた

い。  

 

◎明日を担う人づくり  

人権教育の 取 り 組 み を 推 進 し、相手の立場に立って考え、思いやりのある

児童生徒の育成、いじめのない学校づくりを進めていただきたい。  

 

◎市民との協働と新たな行政運営  

協働には、 若 い 世 代 の リ ー ダーづくりが不可欠であるとともに、市民がま

ちづくりに積極的に参加できるシステムを構築し、協働の体制づくりを推進

していただきたい。  

厳しさを増 す 行 政 運 営 の 中 で、徹底した市民目線での無駄を省くとともに

事業の精査を行うことで、財源確保に努めていただきたい。その上で、行政

サービスが低下しないように国、県の補助金・交付金の 有効活用を図りなが

ら取り組んでいただきたい。  

 

 


